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2030年代の PWR実機適用を目標に事故耐性燃料被覆管（Crコーティング被覆管）の開発を実施しており、

これまでの試験結果を踏まえた性能見通しや実機適用に向けた今後の開発計画を報告する。 

キーワード：軽水炉、事故耐性、燃料被覆管、コーティング、LOCA 

1. 緒言 

表面に Cr 膜（約 10µm）をコーティングした Zr 基合金被覆管について、これまでの試験結果から事故時

（LOCA時）の耐クエンチ性能や Zr-水反応の抑制、並びに通常運転時耐食性向上が確認され、安全性向上に

繋がる技術と評価している。ここでは現状の性能見通しをまとめ、今後の実機適用に向けた計画を報告する。 

2. 性能見通し 

2-1. 事故時性能 

i) 耐クエンチ性能： LOCA模擬試験から「非常用炉心冷却系の性能

評価指針」での現行被覆管に対する制限値 1200℃・15%ECR を超え

る 1350℃・30％超 ECR（Baker-Just式換算）の熱負荷を経験した後に

も非折損の結果が得られており[1]、制限値見直しや評価余裕の拡大

が期待できる。 

ii) 高温酸化（Zr-水反応）性能：1200℃までの高温酸化（片面酸化）

試験結果より、Crコーティング被覆管表面の酸化速度は Zrより１桁

小さく Zr反応熱や水素発生量が低減する効果が期待される。 

2-2. 通常運転時性能：耐食性 

PWR冷却材模擬条件(360℃)腐食試験より、コーティング被覆管の表面腐食が大幅に低減する結果を得てい

る。炉心運用高度化（長サイクル運転、高燃焼度化等）における通常運転時の課題である被覆管表面腐食量

抑制への対策として大きな効果が見込まれる。 

3. 実機適用に向けた計画 

Cr 膜の照射による影響確認に向け米国研究炉照射試験について 2022 年度中に開始を予定している。また

プラント安全性への影響評価も進めており 2020年代中頃の実機での試験照射に向けた検討を進めている。 

4. 結論 

Crコーティング被覆管は、安全性の向上及びプラント運用高度化に資する技術として有望であり、引き続

き照射影響を含めデータの拡充等、開発・検討を進めていく。なお、本研究内容は、経済産業省資源エネル

ギー庁令和３年度「原子力の安全性向上に資する技術開発事業」の成果である。 
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